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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
①熱傷入院患者レジストリーの管理・運用 
  我が国の熱傷患者の発生状況を把握するため、学会認定の全国 118 の熱傷専門施設からの熱傷入院
患者レジストリーを管理・運用し、年次報告を学会 HP に公開している。2023 年度より、フォーマッ
トを変更して新しいデータベースとして運用を開始した。 
②熱傷診療ガイドライン（改訂第 3 版）作成および公開 
 熱傷治療の標準化に向けて、熱傷診療ガイドラインに最新の知見を加えるため、改定作業を行なっ
た。この改定第３版は学会機関誌「熱傷」に掲載、英語版として The Japanese Society for Burn Injuries 
(JSBI) Clinical Practice Guidelines for Management に掲載した。 
 

ｂ.当該領域における国際的な役割 
① WHO の事業参画 
 WHO Emergency Medical Teamsの Technical Working Group on Burns Careに本学会から学術委
員および災害ネットワーク委員を派遣し、熱傷患者多数発生時の熱傷治療ガイドライン作成に継続的
に参画している。世界的には社会インフラの未整備等により、未だ多くの熱傷患者が発生する国々も多
く存在するため、限られた医療資源下での効率的な熱傷治療を意図したものである。 
② 国際熱傷学会等 
 国際熱傷学会における Regional representativeとして日本熱傷学会理事が活動している。また、国際
熱傷学会機関誌の Burns, および Burns Open には Editorial Board として数名が参加している。2021
年 10 月には、第 47 回日本熱傷学会（松村一会長）と第 13 回アジア環太平洋熱傷学会（Asia Pacific 
Burn Congress）を同時開催した。 

ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

2013年福知山花火大会露店爆発事故に関して、日本熱傷学会として検討報告書を作成した。 
2019 年 7 月に発生した京都アニメーション火災事件では、 スキンバンク、培養表皮をはじめ医療材
料、医療資源の集中投入により、従来であれば生存が絶望視された患者の救命に繋がった。さらに、b
で述べた本学会活動の国際的な広がりは、国内のみで対応困難な大規模な災害・事故発生時において、
国民の命と健康を守ることにも繋がると思われる。 

ｄ.学会運営上留意している点 



Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

重症熱傷の初期治療においては、全身管理と創閉鎖のための局所管理、両面での進歩が治療成績の向上
に不可欠であり、日本救急医学会と日本形成外科学会が基本領域の垣根を超えた専門医制度、診療体制
の構築している。日本熱傷学会は、他の分科会として両学会と連携し活動を行なっている 

 


